総論 by 森田, 史生
１．「探究するコミュニティ」を継続する意義
 これまで本校が取り組んできた「探究するコミュニティ」の姿
本校の研究の特色
本校では昨年度１１月に第Ⅸ期新研究主題「学びをつなぐ《探究するコミュニティ》」を設定した。その１
年次サブテーマを「省察を捉え直し，次なる学びに生かす」として新たな研究に取り組んでいる。
本校では１つの研究主題を５年間かけて解明する研究サイクルで取り組んでいる。私たちの研究は，脈々
と長年積み重ねられてきた研究の大きな流れの中で，その時，その場の見た目やわかりやすさに主眼を置い
た単発の打ち上げ花火のような研究ではなく，じっくりと子どもたちに向き合って研究しているという特徴
がある。急激に変化することを求めず，時代の変化を読み解き５年先１０年先を見通しながら研究に取り組ん
でいるのである。そのため，管理職や教諭のメンバーが入れ替わっても，本校のめざす研究がぶれることな
く，そのときのメンバーによって受け継がれ，今日に至っている。
コミュニティを活かし，探究の高まりをめざした第Ⅶ期研究
「探究するコミュニティ」による研究は１０年前からスタートした。
第Ⅶ期研究『探究するコミュニティの創造』（２００３～２００７）では，「探究するコミュニティ」を通して，学
習者自身が自ら思考過程を練り上げ，学習過程を繰り上げていく「主題－探究－表現」型の活動を提唱した。
その中で，「探究」と「コミュニケーション」をキーワードとした協働探究学習の研究に取り組んできた。
第Ⅶ期は探究のために必要に応じてコミュニティが創られていくことをめざした研究であった。コミュニ
ティでは，個々が，コミュニケーションを基盤にして，他者と協働的に探究が進められていく。初めから決
められた，枠組みとしての集団作りの研究ではなく，探究のために必要に応じてコミュニティを形成してい
けるようなかかわり方ができる子どもの育成と，探究するコミュニティが機能する支援の方法を研究してき
た。子どもたちがコミュニティを通して探究活動を進めていく中で，その探究のプロセスをどう評価してい
くのか，質の向上を目指すにはどう展開するといいのかなどを通して，３年間のカリキュラム研究を行って
きた。その結果，教科だけでなく様々な活動で，子どもたちが意欲的に問題解決したり，他者とのかかわり
を活かしたりする姿勢が見えるようになってきた。また，教師間でも同僚性が磨かれ，教師間にも探究する
コミュニティが形成されるなど成果があった。
コミュニティの質を高め，１人１人の学びの高まりをめざした第Ⅷ期研究
第Ⅷ期研究「学びを拓く《探究するコミュニティ》」（２００８～２０１２）では，「子どもたちの学びを拓く」こ
とを柱として，以下のサブテーマのもと研究に取り組んできた。
１年次サブテーマ 「子どもの学びを見取る」
２年次サブテーマ 「個の学びを高める協働探究をデザインする」
３年次サブテーマ 「学びの必然性を問う」
４年次サブテーマ 「探究のプロセスを問い直す」
５年次サブテーマ 「３年間の子どもの学びを省察する」
第Ⅷ期でも「探究」と「コミュニケーション」をキーワードに，「主題－探究－表現」型の学習活動をも
とに協働探究学習の構築を目指してきた。学びを拓くとは「その教科の目標にせまるような学びの広がりや
深まりを実感できること」と捉え，各教科の本質にせまる学びをめざし，質の高い探究活動に取り組んでき
た。その中で，「探究するコミュニティ」においては「コミュニティの学び」と「個の学び」は相乗関係に
あるため，第Ⅷ期のサブテーマである「子どもの学びを見取る」「協働探究デザイン」「学びの必然性」「探
究プロセス」「３年間のロングスパンの学び」の要素を探究デザインの中に組み入れることで，コミュニテ
Ⅰ 第Ⅸ期研究主題「学びをつなぐ《探究するコミュニティ》」とは
－総１－
２
ィの学びの質は高まり，それによって個の学びも高まっていくことにつながっていった。教師間でも研究組
織を連携させながら，探究するコミュニティの質を向上させ，学校教育活動全体でコミュニティを形成する
など成果があった。
 探究するコミュニティを継続する第Ⅸ期
探究するコミュニティは求められる力そのもの
前述のように「探究するコミュニティ」に取り組んで１０年。コミュニティを通して子どもたちの学びを「創
造」し「拓く」研究を進めてきた。そして，第Ⅸ期の研究主題を決める上で一番議論になったのは，この「探
究するコミュニティ」をどうするかであった。研究主題に標記して，今後も研究の中核として取り組んでい
くのかどうかの議論は，本校の今までの研究をもう一度問い直すことにつながっていった。
子どもたちを取り巻く環境は，知識基盤社会といわれる中，急速な変化を続ける世界の中で，価値観も多
様化し，深刻な諸課題を抱えている。近年は，これまでの物質的な豊かさを前提としてきた社会の在り方，
人の生き方に大きな問いを投げかけられ，先行き不透明な時代を迎えている。このような社会の中で生きて
いく子どもたちにとって，培っていかなければならない「生きる力」とはどのような力なのか。その議論の
中で，「自ら課題を見つけ，仲間と協働し，よりよい解決方法を探り，課題を解明していく」という，「社会
の変化に柔軟に対応しながら主体的に学び続ける力」であることを確認していった。これは，「自立・協働
・創造に向けた一人一人の主体的な学び」（中教審 第２期教育振興基本計画審議会平成２４年８月）として，
将来一人一人が生涯にわたって能動的に学び続け，必要とする様々な力を養い，その成果を社会に活かして
いくことができる力。すなわち，主体的に生涯学習社会を形成していく力を中学校で培っていくことである
といえる。
そこで，本校が取り組んできた「探究するコミュニティ」は，
現在・そして今後求められる「学びのあり方」そのものであり，
附属中が継続して求め続けてきたものである。
自分たちの見つけた課題から主題を設定し，主題を解明するた
めに他者と協働して探究していく。その探究から見出したものを
省察し，次の学びに生かしていく。このような学びが「探究する
コミュニティ」での学びである。これは我々の社会生活の営みそ
のものだといえ，これからの子どもたちに必要な「生きる力」を
培う学びそのものであるといえる。つまり１０年間取り組んできて完結するものでなく，これからさらに「探
究するコミュニティ」を通して，他者と協働しながら生涯にわたって能動的に学び続けられる力を培ってい
きたいと考える。よって，第Ⅸ期も「探究」と「コミュニケーション」をキーワードに「コミュニティ」に
よる協働探究学習のもと，もう一度「一人一人の学びを高める探究学習」とはどのようなものかを見つめて
いく。そして，その探究学習を支える「コミュニティの学び」を問い直すことで，一人一人が学びを実感で
きるコミュニティをめざしていきたいと考え，「探究するコミュニティ」を柱とした研究に取り組んでいく
こととなった。その中で，自分の学びを実感し，他者の学びを認め合いながら，自分たちで自分たちのコミ
ュニティを成長させていく力を育てていきたいと考えている。
２．「探究するコミュニティ」での学びを形成するために
思考力・判断力・表現力を培う「主題－探究－表現」型の学習をデザインする
本校の学習活動は，プロジェクト学習によって構成されている。このプロジェクト学習はプログラム学習
と対比される。「目標－達成－評価」によって構成されるのがプログラム学習である。これは子どもたちの
活動が到達目標に整合的・効率的に組織され，学習の展開は教師によってあらかじめプログラムされたプロ
セスを経て，解決に到達するようになっている形態である。そのため，学習の流れの主導権は授業者である
教師の側にあり，決められたことをいかにうまく子どもに伝達できるかに力点がおかれる傾向になる。この
ような授業形式では，子どもたち自身が主体的に課題を発見し，それを解明するために自分の考えた道筋で
図１ 「生きる力」のつながり
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調査していく柔軟性は生み出されず，教科の本質にせまる学びを創り出すことは困難になる。
本校が展開するプロジェクト学習は，単元を貫く主題を解明していくため，多様な学びの経験とその交流
によって，子どもたちの主体的な学びを生み出し，創造性と発展性が期待できる学習である。そのため，こ
のプロジェクト学習では，「探究」と「コミュニケーション」をキーワードにして学習が展開されていく。
本校でのプロジェクト学習は，「主題－探究－表現」型の学習を取り入れている。これは，単元を通して
探究する課題の設定（主題），探究する方法の構想と遂行（探究），探究した結果の表明（表現）という要素
で活動が展開される。この「主題－探究－表現」型の学習で大切にしていることは，スパイラル型の学習サ
イクルになるように単元をデザインしていくことである。スパイラル型になることで，子どもの学びの質の
高まりや主体的な学びの可能性を生み出すことで，主題の中核に迫っていくように構成されていく。
これを場面ごとに描いていくと，
①【発意】子どもと教師で学習活動の中の課題から解明すべ
き主題を設定し，解明したいという意欲を持つ。
この主題は単元を通じて問いを継続する価値の高
いものをいう。
②【構想】その主題を解明するためにどうすればよいのか，
個人または協働で解明への見通しを持つ。
③【構築】その見通しに沿って，協働で具体的な解決の手順
や方法を計画する。
④【遂行・表現】
その計画に沿って，協働で主題の解明にせまる。解明プロセスも踏まえ表現方法も吟味し，
主題解明しようとする。
⑤【省察】活動を振り返ることによって捉え直し，自分たちの取り組みの意味づけや価値づけをして，
次の探究への発意へとつなげる。
このような「発意－構想－構築－遂行・表現－省察」サイクルの繰り返しによって，子どもたちは主題解
明へと向かっていく。探究においては，１回のサイクルで追究が終わるのではなく，単元の中でこのサイク
ルが複数回繰り返される。これにより上位の課題を発見し，子どもたち自身の問いを継続しながら，質の高
い探究につながっていくのである。これを本校ではスパイラル型学習過程としてとらえてきた。「主題－探
究－表現」型の学習をもとにした協働探究学習は，自ら問いを構成し，自立的に解決する文化的な実践活動
といえ，知識基盤社会において求められる学びを保障する学習活動といえる。
質の高い探究学習をコミュニティが支える
本校が取り組んでいる「探究」と「コミュニケーション」をもとにした協働による探究学習を充実した学
びにしていくには「探究するコミュニティ」が必要不可欠になる。この「コミュニティ」と「グループ学習」
との違いは何だろうか。本校では，「コミュニティ」とは主題を解明しようという目的を同じくして必然的，
意図的に形成される集団であると定義している。そこには，問いを持ち，解明したいという思いを持つ主体
的な学びを求めるメンバーによって構成されていく。この主題を解明しようとする「コミュニティ」では，
協働的な探究が行われることになるため，必然的にコミュニティ内でコミュニケーションを生み出す。さら
に探究が広がり深まっていくと，そのコミュニティの枠にとらわれず，必要に応じて自発的な交流も発生し
てくるものである。その中では，単方向のコミュニケーションから双方向，異方向など様々な方向にコミュ
ニケーションが図られていくようになる。
多様な視点を内包している主題の解明のためには，自分一人の考えだけでは解明していくのは難しい。多
面的・多角的な視点からの調査や考えが必要になるため，他者と意見の交流なしには解明していけなくなる。
そのため，子どもたちはコミュニケーションを必要とし，この交流によって自分一人では発見できない多様
な視点を獲得していくことになる。この必然的・意図的に形成される主題を解明しようとする集団がコミュ
図２ 「主題－探究－表現」型の学習過程
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ニティなのである。
コミュニティの形成は，形成することそのものを目的としているわけでない。個々の学習者が主題を解明
するために，必然的，意図的に形成されることを狙っており，はじめから形ありきではないのだ。そのため，
コミュニティの規模も主題解明のプロセスの中で絶えず変化していくものである。ペア，４人グループ，５
人グループ，クラス，学年，学校全体と規模は様々である。目的によってコミュニティの規模や構成員も変
わってくるのである。この規模や構成員をどのように学びの中に組み込み，デザインしていくかが，「探究
するコミュニティ」における教師の力量が問われるところである。単なる情報交換のためのグループ学習や
課題意識のない話し合い，当事者意識の低い構成，新たな学びを生み出さない作業などになってしまっては，
探究するコミュニティとしては言えない。安易にグループで集まっていればいいという型にはまってしまう
危険性もある。そのため，何のために協働で学ぶのかを教師自身が常に問い直しをしていかなくてはいけな
い。価値のある主題を前提として，主題解明という探究の学びの中で，「他の子の意見も聞いてみたい，聞
く必要がある」「自分の考えを聞いて欲しい」というコミュニケーションを欲し，形成されていくものである。
そのため，コミュニティの構成員はできるだけ平等な関係であることが望ましい。コミュニティは安易な
合意形成の場ではないため，考えのぶつかり合いを求めていく。そのため，本音の対話が必要になってくる
のだ。しかし，コミュニティでは学校生活における人間関係が大きく影響してくるため，本音の対話をして
いくのはかなり難しいものである。そこで，自分の考え自分の言葉で伝える力，他者の考えを聞く傾聴力，
協働でよりよいものを創造していこうとする意欲を，１年生の入学段階から各教科及び様々な活動で，段階
的系統的に子ども自身に体感させながら身につけ，活用できるような学びを構築している。「探究するコミ
ュニティ」を形成するためには，学校全体でコミュニティを活用していこうとする学びと教師の意識と支援
が重要になるのである。本音の対話ができるコミュニティをめざし第Ⅸ期も研究を続けていくこととなる。
教科の学びを「探究するコミュニティ」で追究する
本校では，“学び”とは教育的に価値のある子どもの変容と捉えている。その変容を子どもも教師も教科
の本質を学んでいく中で，実感できるよう実践を積み重ねてきた。単に知識や経験を獲得していくだけのも
のではなく，その教科の本質にせまるような学びの広がりや深まりを実感できることを目指している。その
目的と手段が「探究するコミュニティ」である。「探究するコミュニティ」には教科本来の学びを追究して
いく集団になっているかが大切な視点となるため，教科が求めるものとは何かを問い直しながら，「探究す
るコミュニティ」の学びを構築していかなければならない。
各教科には，それぞれ設置された目的があり，中学校３年間の学びで子どもたちにどのような力をつける
のか，どのような学びを求めていくのかという目標がある。本校では，その本質にせまる営みこそが目指す
授業の姿であると考え，３年間の学びを意識的にデザインし，実践している。教師が教科における３年間の
学びの姿を意識しているかどうかは，協働探究学習を構築する上ではとても大切なことである。
しかし，３年間の学びの姿を教師が常に意識して授業実践していくことは難しく，イメージしにくい。そ
こで本校では，これを意識しながら各単元，学年の学びが構築できるように，教科の本質を短い言葉で表現
したものを設定している。これを“核となる学び”と呼び，教師はもちろん，学習者である子どもたちがそ
の教科で何を学んでいるのかを理解し，実感できるものというコンセプトのもと，各教科で設定しているも
のである。よって，「主題－探究－表現」型の授業をデザインするとき，“核となる学び”を意識し，各単元
の主題やデザインがこれにつながるかどうか，３年間の学びの中でどのような位置づけになっているかを常
に吟味しながら実践している。
今年度の“核となる学び”は以下の通りである。
教科 核 と な る 学 び
国 語 言葉を通して他とかかわり，追究を深める
社 会 多様な視点で社会を見つめ合い，自己を問い直す
数 学 関係を探り構造をつかむ
理 科 しくみを解明し，自然観を広げる
音 楽 感動を音楽表現に高めるプロセスを大切にする
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ただし，この“核となる学び”も普遍的なものではない。教科の本質を表現しているものではあるが，毎
年教科の実践と教科が設定した“核となる学び”を照らし合わせ，その意義や位置づけを問い直していく場
合もある。英語科の“核となる学び”は従来「英語を用いて他とのかかわりを深める」であったが，「英語
を用いて『他』とのかかわりを深め，世界観を広げる」（平成２４年変更）と見直し，教科の本質とめざす学
びをもとに変更していった。核となる学びとのつながりは，教科実践編で詳しく述べていく。
３．「探究するコミュニティ」の学びにおけるカリキュラム構成の視点
本校では，カリキュラムをデザインする場合，大切にしているいくつかの視点がある。
○「２つのＬ」 Learning Community・Long Span
◇協働でよりよいものを創造する探究するコミュニティ＝ Learning Community
前述の通り本校研究の柱である「探究するコミュニティ」。教科学習だけでなく総合的な学習の時間（本
校では学年プロジェクトと呼ぶ），学校行事，生徒会活動，学級活動，部活動などの学校全体で協働探究学
習をもとに取り組んでいる。子どもも教師も質の高いコミュニティをめざして活動を行っている。
◇３年間の学びを見通す学びの構築＝ Long Span
「探究するコミュニティ」における学びは，５０分の授業の中で１つの課題を解決するような細切れのショ
ートスパンの授業では成り立っていかない。数時間を区切りとした単元を貫く主題を解明していく学びには
単元全体を見直し，習得を巻き込んだ探究学習を構築していかなければならない。単元全体を探究の学びと
するためには，ロングスパンの学習になるようなデザインが必要である。質の高い主題，学ぶ必然性，探究
のプロセス，手立て，支援など，教師のデザイン力，指導力が問われることになる。単元の探究学習は，単
元間でつながり，それが学年，そして３年間につながる探究学習が構築されていく。“核となる学び”をも
とにしたロングスパンの学びにつながっていくのだ。
○「３つの“Ｓ”」Story・Spiral・School Culture
探究するコミュニティに取り組む以前の第Ⅵ期研究から学習者の視点に立ったカリキュラムを構成するた
めに設定された視点である。カリキュラムを構成する根本の視点として大事にしている。
◇子どもの学びのストーリー性を意識した必然性のある展開＝Story
「主題－探究－表現」型の授業では，１時間のごとの到達目標が設定されているわけではない。子どもた
ち自身が主題を解明するために，自らの学びを構築していく。探究していく学びの場と時間が確保され，協
働的な学びを展開できるようにデザインされている。教師は，子どもたちの探究の方向性を見据えながら，
子どもたちの描くストーリーを大切にした学習が進められるように単元を柔軟に変更し，より子どもの学び
に寄り添った学びを構築していく。この子どものストーリーを大切にするために，授業者は子どもの学びを
見取っていく必要がある。学習者である子ども自身の中にストーリーが生まれることにより，それまでの学
びが以後の学びにつながって，子どもの学びが広がり深まっていく。
◇スパイラルな学びの展開を重視したカリキュラム＝Spiral
前述した探究におけるスパイラル型の学習サイクルである。単元内で「発意－構想－構築－遂行・表現－
省察」といった一連の学習展開を繰り返すような単元の構想をもって授業をデザインしていく。このプロセ
美 術 「みること」と「つくること」をつなげる
保 健 体 育 特性をつかみ，自主的に運動を楽しむ
技 術 ものごとを技術的に捉え，自分の生活とつなぐ
家 庭 自己を見つめ直し，ライフスタイルをデザインする
英 語 英語を用いて『他』とのかかわりを深め，世界観を広げる
学 校 保 健 心や身体をみつめ健康生活づくりにつなげる
表１ 各教科の“核となる学び”
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スを繰り返すことによって，探究の質を高めていくことになる。この学習サイクルは型どおり展開していく
ものではない。授業の１場面１場面で子どもの学びは絶えず変化しているため，構想の段階で新たな発意が
生まれたり，構築の段階から構想に戻ったりすることも多々ある。教師が単元デザインする際に大きなサイ
クルをイメージすることで「主題－探究－表現」型の学びになっていくのである。
◇学校文化の創造を視野に入れたカリキュラム＝School Culture
「探究するコミュニティ」における学びは，教科学習だけではなく，学年プロジェクトを始め，学校行事
など学校内の様々な活動でもつながる学びとして展開している。この学びのつながりが世代を越えて互いに
学び合う風土を創り，学校文化として子どもたちの自身の語りにつながっていくものとなっている。本校で
は，学年プロジェクト，音楽文化など先輩から後輩へと学校文化として受け継がれていくものが基盤となっ
て１年間の学校生活が進んでいくのである。
４．研究主題「学びをつなぐ《探究するコミュニティ》」の設定
 学びを「創造」して「拓く」そして第Ⅸ期の取り組みへ
第Ⅷ期の省察が終わった８月より第Ⅸ期研究主題への話し合いが始まった。第Ⅷ期の成果と課題，そして
第Ⅷ期に取り組んでみたいことをレポートに書き，それぞれの思いを表出してみた。
Ｓ教諭：自分で自分の学びの足跡や繰り上がりを実感できることを大事にしていきたい。見通しを持ち，自分から学んでいける，
将来につながるような力を育てていきたい。
Ｎ教諭：実践に取り組んで，「学びのつながり」や「学びの繰り上がり」の大切さを改めて実感した。これは３年間だけでなく，
将来を通して必要なことだろう。将来どのような子どもになってもらいたいかをしっかり教師が意識し授業すること，
そして子どもたち自身が何のために学んでいるか意識させていくことが大切だと感じる。
Ｙ教諭：学びを進めていく過程で大切なのは「ちょっと立ち止まって，振り返る場」の存在である。教師にとっても子どもにと
っても重要なことであろう。コミュニティは個の学びを拓くためのものでなければ意味がないので，どのようにコミュ
ニティが形成されているのか，見取って省察していかなければと思う。
Ｍ教諭：探究をもう一度問い直していきたい。自分の実践は探究になっているのか，コミュニティというが，コミュニティにな
っているのか。新研究主題が切り替わりのときに，もう一度足元を見直していく必要がある。
教育実践研究会，研究企画，部会での数ヶ月に及ぶ討議により，今後の方向性を探る話し合いが行われた。
そこで，確認されたことは，前述のように「探究するコミュニティ」は今求められている力の育成に不可欠
なものとしてこれからも大切に取り組んでいくこと。そして，探究における繰り上がりや学びを子ども自身
が実感できる探究になっているかを，問い直していくことであった。
 研究主題「学びをつなぐ」の展望を探る
「探究するコミュニティ」での探究学習は，主題を解明
するために，コミュニティでお互いの考えを交流しながら，
考えを広げたり深めたりしながら展開されていく。子ども
たちは，課題を発見し，解決する道筋を考え，協働でより
よい最善の方策を探り，解明に導いていく。そして，この
学びを振り返り，成果や課題を認識して次の課題へとつな
げていくことを求めている。第Ⅷ期は，３年間の探究学習
を構築することをおこなってきた。第Ⅸ期は，これら一連
の探究の学びが，その単元や教科だけにとどまることなく，
子どもたちに生きて働く力を培っていきたいと考えている。
そのため中学校３年間で培う学びを，中学校で完結するこ
となく，子どもたちが学び続ける意欲や技能，知識など将
来につなげていける「探究するコミュニティ」の学びにな
図３ 「探究」と「コミュニケーション」による
学びのつながり
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るように研究を進めていくことにした。高校，大学，そして社会に主体的に参画する能力とともに，参画す
るだけでなく，主体的に社会を形成する能力を培う視点を持ちながら進めていきたいと考えている。
この考えをもとに，新研究主題を決める話の中で，「単元を通した探究になっているか」「子どもたちにと
って必要なコミュニティになっているか」「グループでの話し合いは活発だが，クラスに広げたときの深ま
りはどうか」「探究学習は子どもたちにとって価値ある学びになっていたか」などの課題が表出されてきた。
協働探究学習の学びが，個人の中で，コミュニティの中で，クラスの中でどのようにつながっているのか。
子どもの学びを見取りながら探究学習を展開しているが，その学びが一人一人の学びを高めることにつなが
っているのかを，さらに追究していく必要性が出てきた。そこで，今期は教科の学びを中心に「コミュニテ
ィ」をもとにした協働探究学習によって，多様な「学びのつながり」を研究していく。「学びのつながり」と
は何をつなぐのか，どうやってつなぐのかを各年次のサブテーマで明確にしながら，新たな探究サイクルに
つながる研究に取り組んでいく。教科の学びを核として，コミュニティやクラス，他教科などの横の学びつ
ながり，３年間の学びの中でスパイラルな構造における，前のプロセスとのつながりを大切にしていく。そ
して，異学年，異世代などの縦の学びのつながりを構築しながら，将来主体的な社会の形成者としての力を
育成していくことを，教師自身が意識していく第Ⅸ期にしていこうと考えている。コミュニティの学びの質
が個の学びの質を高め，個としてもコミュニティとしても主体的に学びをつなげていけるように系統的，重
層的に研究を進めていきたい。
 学びをつなぐ《探究するコミュニティ》をどう捉えていくか
本校の研究は，研究の仮説を掲げ，その検証のための実践を行い，仮説の真偽を確かめるような「仮説－
検証―評価」の研究を行っているわけではない。教師がめざすねらいや目的のために，教師視点だけでなく，
学習者の立場に立って学びをデザインし，子どもの学びの事実から実践を省察し，その価値をはかり改善す
るという省察的実践研究を進めてきた。そのため，本研究は単発的な教授法や手立ての工夫の研究をしてい
るのではない。中学校３年間というロングスパンの学びの中で，「探究するコミュニティ」を通して，子ど
もたちの変容と成長を見守りながら，教育活動全体の中でつながり合う大きな学びの営みをデザインし，研
究主題解明に向けて研究に取り組んでいくものである。その１年次として，各教科でどのように学びをつな
いでいくかを明らかにしながら，研究の起点としていく。
各教科で「学びのつながり」を捉えるときに，どんな視点があるだろうか。
「個の中のつながり 他者とのつながり 単元・題材とのつながり 単元間のつながり
他教科とのつながり ３年間のつながり 生活とのつながり 将来とのつながり」・・など
国語科では，「言葉を通して他とかかわり，追究を深める」という“核となる学び”を設定している。こ
こでいう「他」とは人だけではなく，「他者・作者・作品・時代・生活・考え」を指している。これを学習
の柱として課題追究の手段としてコミュニケーションを位置づけるだけではない。コミュニケーション能力
そのものも大切にしていくことで，さまざまな学びのつながりを生み，学びの広がりと深まりをもたらすと
捉え，“核となる学び”が子どもたちの学びをつないでいく柱となるとしている。
家庭科では，各単元で，子どもたちの姿を見ながら，こんなことを感じて欲しい，学んで欲しいというも
のを，３年間で学ばせたいこととして明確にしている。子どもたちが３年間の学びを振り返ったときに，家
庭科の学びがつながっていくようにカリキュラムを構成していくようにしている。その単元を，なぜ今学習
するかを子どもたちに意識させることで，３年間での学びや繰り上がりが内容面だけにとどまらず，グルー
プでの仲間とのかかわり方の繰り上がりも意識するような協働の学びにつないでいくとしている。
音楽科では，「情意面」「感性面」「技能面」の複合的な学びこそが音楽科における学びとしている。音楽
活動での一連の学びが次の学びへとつながっていき，その学びの連続性や発展性が音楽科での「学びをつな
ぐ」ことであると捉えている。そのために，仲間と共に感じ方や音楽表現に変容と深まりを感じ取れる協働
的な学習につなげている。
このように，多様な視点のつながりの中で，必ず大事にしていることは各教科の“核となる学び”をもと
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にした協働の学びである。教科の求める力を育むための“核となる学び”から生まれる探究学習において，
仲間と協働することで，一人一人の学びから他者との学びのつながり，それが教科の学びにつながっていく
と考える。すなわち「探究するコミュニティ」の学びが，様々なつながりを生んでいくといえよう。そして，
この学びには３年間のつながりを意識して各学年，単元の学びを構築する教師の視点が重要になる。３年間
における学びで各教科が求める力を育むことで，将来に生きる力となってくるのであろう。
１．省察を捉え直す意義
前述のように本校の探究学習は，「発意－構想－構築－遂行
・表現－省察」の学習サイクルで構築している。第Ⅷ期は，単
元全体の「発意」の部分に重点をおいて，「必然性・当事者性」
を大切にした質の高い「主題」の設定を大切にしてきた。そこ
で今期，１年次は本校の求める研究をもう一度問い直すために，
「探究」と「コミュニティ」の学びについて，単元レベルで実
践を見つめ直していく。単元の学びが子どもたちの中で探究学
習になっているのか，質の高いコミュニティでの学びをどのよ
うに構築しているのか，原点に立ち返って実践研究を進めてき
た。
まず，単元全体の探究を問い直すために，「省察」に焦点をあてて実践研究している。「省察」とは，自分
や自分たち自身の獲得した学びだけでなく，探究のプロセスなどを振り返ることで，学んだことを実感し，
その学びの中から次への発意や課題を生み出していくことをいう。ただし，この「省察」を焦点化すること
により，プロセスだけでなく，単元全体が価値ある学びになっているのかを問い直すことにつながっていく
のである。
「省察」は単元の振り返りと，そこから次のサイクルや単元への発意を生ませていく過程である。主題を
解明していく探究学習において，単元の最終段階である「省察」に重点を置いてデザインしていくことは，
単元全体で子どもに学びを実感させるための協働探究学習を展開することにつながっていく。質の高い主題，
問いが継続する題材，意図的なコミュニティの形成，子どもたちの学びの筋の見極め，柔軟な単元展開，質
の高いコミュニティでの学びなど，「省察」を捉え直すことで，単元全体のデザインに教師の指導の意図が
はっきり見えてくるものである。「『省察』を捉え直すこと」＝「単元の協働探究学習を問い直すこと」に
つながっていると考えている。そして，そのために教師はどのような指導，支援，しかけ，手立てをしてい
くか，具体的な教師の支援についても明確にしていくことが求められてくる。
２．子どもの学びの観点からの省察とは
子どもたち自身が，単元の学びやその時間の学びを振り返り，考えの変容や繰り上がりなどの学びの実感
ができるような省察をおこなっていく。子どもたちは，毎日毎時間は，それぞれの違った教科を学んでいる。
教師は自分の教科だけを見ているので，前時とのつながりは当然あると考えて授業に臨んでいる。多忙な日々
を送っている子どもが，様々なことを考えて過ごしていることを認識していないことが多い。その教科に入
ったときに，前時の学習がどうつながっているのかをまず見極めていくことが必要になる。教師は前時とス
ムーズにつながっているように思っているが，そうでないときの方が多いのである。そのためにも，単元や
単位時間において，学んでいる最中に子どもたちが，ふっと立ち止まる場と時間をつくることは，子ども自
身そして教師にとっても，自分の取り組みを見つめることに有効につながる。最初は立ち止まり，学んだこ
とを確認することから始まり，それを学びの振り返りにしていく。そして段階的に省察につなげていくこと
で，省察の意義を体感していくことができる。１年生の最初は学んだ結果だけの振り返りから始めていきな
Ⅱ １年次サブテーマ：省察を捉え直し，次なる学びに生かす
図４ 「省察」の過程
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がら，これを継続していくことで，主題解明のプロセスをたどるような省察に繰り上がっていく。そして，
コミュニティによってどのような学びが獲得してきたのかなど，他者との関わりから自分の考えの変容を述
べられるような省察力をつけていくことを目指している。そして，その省察を充実することにより，新たな
発意（意欲，疑問，課題など）を生み出して，次なる学びにつなげていくようにしている。省察力をつけて
いくためには，系統的に「自己省察力」を向上させる教師の手立ても必要になる。教師が省察を大事にし，
その意義を捉えることによって，子どもたちが省察力を向上していくことにつながっていくと考えている。
そのために，単元を通して，子どもたち自身がコミュニティや自分の学びを省察していけるかの指導や支援，
手立てを吟味していくことが重要になる。
３．教師の視点からの省察とは
「省察」を捉え直す
「省察」とは何かを捉え直していく。どのような「省察」を行っていくと，子どもたち自身が単元の学び
を実感し，その学びを次の学びにつなげていけるか。学習者の視点で単元をデザインしていくと，どのよう
な単元の終末にデザインにしていくかは大きな課題である。子どもの学びの筋で探究を展開すると柔軟に指
導計画を変更していかなければならないことが多々ある。そのため，予定している時数より長くなってしま
い，本来ならじっくりと考えを交流する最終場面の時間がなくなり，個の省察で終末してしまう単元も出て
きてしまう。しかし本来，この「省察」では，子ども自身が何を獲得し，何が未だに疑問で，何が課題なの
かについて，自分の思いを実感するために最も重点を置かなければならない過程である。一方で授業者は，
単元の最終段階である「省察」に重点をおくことで，コミュニティでの学びを最終段階でどう広め，深めて
いくかを考えながら，「発意－構想－構築－遂行・表現」の学習過程をデザインすることになる。つまり，「省
察」からその単元の探究学習を見つめ直していくことで，「省察」のもつ意義を捉え直していくことにつな
がるのである。そして，教師自身が単元の学びだけでなく，「省察」そのものを捉え直す力をつけていくこ
とで，その単元が探究になっていたのか，コミュニティの質はどうだったのかなど単元の学びを見取ること
ができるようになる。
単元でつけなければならない力，つけさせたい力の明確化
「省察」をするためには，子どものたちの学びを見取っていくことになる。そのために，単元でつけなけ
ればならない力，つけさせたい力を明確にする必要性がある。子どもの学びの筋で協働探究学習を展開して
いくと，子どもたちの思考や視点が広がりすぎてしまうところが多々出てくる。そのため，「遂行・表現－
省察」の過程では，子どもたちの学びの焦点化をはかっていくことが必要になってくる。この単元でねらう
ものは何かを明確にしておくことで，どのような学びをつなげて焦点化していくのかというアプローチの仕
方を明確にすることができる。単元の展開の中で，教師のねらいと子どもの思いのズレや方向性の変更など
も，ゴールを見据えることで弾力的に変化させることが可能になる。では，どのように単元の学びを明確に
していくのか。それは，教師が単元のねらいを構造化していくことが必要になる。多様な学びをについてね
らいを構成する要因として構造化することで，子どもの筋を大切にした展開を通して，授業者がどのように
単元での学びを構築していくかについての研究も進めていきたい。
４．具体的に「省察」をどうおこなっていくのか
これまでも各教科で「省察」をおこなってきた。授業の中では，単元の最終過程だけでなく，学習活動の
区切りでの「省察」，教師がここと考えた瞬間の「省察」など，多様な場面において学びを振り返り，次の
発意を生み出す工夫をしている。教科の特性を生かしながら，子ども自身が学びを実感するための省察を見
てみる。
社会科では，主題に対する最終レポートを書いている。このレポートは結論だけでなく，単元においてど
のような探究をしてきたかを，子どもたち自身が振り返りながら書いていく。最初考えていたことや，他者
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との主張の違いから考えたこと，そして自分の考えの変容を認識しながら，最終自説を述べていくことで，
単元の学びを実感していく。このレポートを書くために，子どもたちは学習物をファイリングしている。こ
のポートフォリオを活用して，自分の単元の学びを振り返ることができるようにしている。
理科においては，１時間毎にその時間で学んだこと，生じた疑問などを振り返りシートや実験報告書に記
入している。子どもたちは，それをもとに新たに次の課題を考えていく「省察」をおこなっている。教師は
授業の中では見取ることができなかった個々の考えをここから見て取り，次の授業をどう展開していけばい
いのか検討し，再構成することができるのだ。このシートをもとにして，単元の最後にレポートを書いて自
分の学びを振り返る。子どもたち同士で読みあい会を行い，お互いに評価も行っている。これらにより，次
に学ぶ学習内容が全く違う内容でも，学びを次につなげようとする意識や，科学的に学ぶ手法，科学的な判
断力などが継続的に発展していくことをねらっている。
子どもがおこなう「省察」は子ども自身の学びを振り返ることはもちろんだが，教師にとってもその時間
や単元の中でどのような学びがあったかを見取ることのできるものである。そこから教師の指導について「省
察」していくことができるのだ。それが新たな授業のデザインを生み出すことにつながっていくことになっ
ている。各教科の具体的取り組みは，後述教科実践編で述べていく。
１年間でどれくらいの他の先生の授業を参観するだろうか。どれぐらいの授業研究会に参加しているだろ
うか。特に校内ではどれくらいの授業が公開されているだろうか。実践研究に取り組んでいる学校では，ど
れぐらい授業を見ているかということは，研究が個人のものだけに留まらず，学校全体の研究になっている
かという指針にもなる。本校では気軽な授業公開を柱とした実践研究を進めてきている。実践し，語り合い，
省察する省察的実践である。平成２４年度は，教科授業において８９本の授業が公開されてきた。５０分間授業を
全部見なくてもよい，指導案も必要ない，どんな形態の授業でもいいという気軽な授業公開は，授業者だけ
でなく，参観する教師の視点も鍛えていくのだ。参観したとき，最初は教師の言動に目が行ってしまうが，
参観する回数が増え，自分が探究学習の実践において子どもの学びが気になるようになると，授業者だけで
はなく子どもたちに目がいくようになってくる。そして，全体を見るだけでなく，グループの話し合いに耳
を傾けるようになり，その話し合いから様々なことが見えるようになる。発言だけでなく表情や仕草，沈黙
の意味，駆け引きや本音，妥協などグループの話し合いには多くの学びがあることを見ることができるよう
になる。そして１つのグループや個の学びから全体の学びをつかんでいくことの意義が見えてくるのである。
参観する視点が鋭くなると，おのずと自分の授業における子どもの姿をみる視野が広がってくるものである。
また，子どもたちにとっても，多くの教師に見てもらえることが学びの質を高めていくのである。
この福井大学附属中学校では，子どもたちの「学びをつなぐ」ための「探究するコミュニティ」を学校文
化として継承し，教科学習だけではなく，学校教育活動全体で「探究するコミュニティ」による学びを構築
している。学校全体で「探究するコミュニティ」による学びをつなげるためには，子どもたちだけが「学び
合う」だけでは成り立たない。子どもも教師も「学び合う」という学校文化があってこそ，子どもの学びが
学校全体で活用され，根づいていくものである。本校では「子どもの学び」と「教師の学び」の両輪で「探
究するコミュニティ」を形成しており，「学び続ける教師集団」として専門性を高めている。
本校は１０年前「《探究するコミュニティ》の創造」に取り組み，改善を重ねながら育んできた。教師集団
も研究主題，サブテーマを追究しながら自然と「探究するコミュニティ」として学び合う集団になってきた。
連携する 研究組織と年間の研究サイクルをもとに，意図的に横のつながりを構成し，同僚性を構築してい
る。ここでは，次の３点に絞って平成２４年度の教師の協働研究について述べていく。
１．教師の協働研究の３つの組織
２．教師の協働研究の１年間のサイクル
３．省察的実践をもとにした教師の協働研究
Ⅲ 「探究するコミュニティ」を支える教師の協働研究
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１．教師の協働研究の３つの組織
 柱となる３つの組織に仕組まれた連携
教科色が濃い中学校の学びの中で，研究主題・サブテーマに向かう「学び合う教師集団」をどのように形
成し，協働研究を推進しているのか。本校では３つの研究組織をもとに，この組織を密接に連携させること
で，より効果的な協働研究組織となり，１年間の研究サイクルにリズムを持たせる工夫をしている。教科の
枠を超えた研究になるような研究組織を確立していくことが，学校全体で「探究するコミュニティ」に取り
組める要素になっている。そして，気軽な授業公開（本校では“公開授業”とはいわずあえて“授業公開”
と主体的な意味をもたせる）を心がけ，様々な授業を参観し，実践力だけでなく授業を見る視点を鍛えなが
ら，子どもの学びについて語り合っていく。そんな学び続ける教師の集団を目指している。
①研究企画 ～研究の方向性をコーディネートする～
研究推進の核となる組織で，研究主任の意向をもとにしたメンバーで
構成されている。この研究企画には管理職は入っていない。平成２４年度
は研究主任を含む６名で運営されているが，経験年数や担当学年などの
バランスを考慮していないメンバーであるところも特徴の１つである。
メンバーは大幅な入れ替えはせずに，緩やかに変更していく。これまで
の研究企画の流れを継承しながら運営していくことも，息の長い研究に
つながっている。研究企画は毎週１時間，時間割上に位置づけられてお
り，年間３０回程度開催されている。ここには，福井大学教職大学院から
柳澤昌一先生と隼瀬悠里先生の２名が常時参加して，協働研究を進めな
がら，研究の方向性を検討・協議し，提案していくことを大きな役割と
しているのだ。ただし，研究企画が決めたことをトップダウンしていく
のではなく，話題を提案することに重点を置いて，話し合いをコーディ
ネートすることを大切にしている。研究の方向性を全教員で共通理解し
ながら協働研究に導くのだ。「教育実践研究会」や「部会」の運営につ
いて話し合い，３つの研究組織の連携を図っていくことになる。そのため，研究企画のメンバーは「部会」
のコーディネーターを務め，研究企画と部会運営が連動していくようにしている。
図５ 連携する３つの組織
図６ 研究企画の様子と記録
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②４つの部会 ～教科を超え協働実践研究を支える
この部会による研究は，福井大学附属中の協働研究を支える大きな柱となっている。教科の枠を超え異な
る教科４～６人で構成される部会は，毎週１時間，時間割上に位置づけられており，研究企画同様年間３０回
程度開催される。Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの４つの部会はフラットな関係で，研究企画のメンバーがコーディネータ
ーを務め，部会運営は構成メンバーが協議しながら進めている。この部会では，授業実践をもとにした話し
合いが行われ，部会内で授業を見合ったり，実践の省察を話し合ったりしながら，サブテーマにせまる実践
について討議していく。少人数のため話しやすく，研究全般や授業づくりについて悩みを共有しながら本音
で語りあえるコミュニティなのである。異なる教科での話し合いは，同じ教科での話し合いでは出てこない，
子どもの姿をもとにした新たな考えや異なった視点からの助言があり，多くのことを学び実践に活かすこと
ができる。さらに，他教科の取り組みを知ることは，各教科による探究の学びがつながっていることを実感
できる時間でもある。
各部会は年間を通じてＡ部会から順に提案授業を行っていく。Ａ部会はその年次のサブテーマの最後の提
案授業となり，Ｂ部会はＡ部会の提案授業から見える課題をもとに，新サブテーマにつながる提案を行って
いく。Ｃ・Ｄ部会は，新サブテーマ決定を受けて，サブテーマをどのように捉えていくかを実践を通して提
案していく。この提案授業は，各部会が授業の視点を具体的に提案していくのだが，単に授業を参観し研究
会を行っていくのではない。提案する視点を事前に提案されるため，参観する部会も，その視点について部
会で検討し，どのように授業をみるのか，どのように子どもの学びを見取っていくのかを協議して参観して
いく。参観する教師一人一人が，授業をみる視点を明確にして子どもたちの学びを見取っていくのだ。
提案授業研究会は２段階の過程をとっている。まず，週時程の部会で，見取ったことをもとに授業を再構
成しながら，提案されたことを協議していく。子どもの学びの事実をもとに授業の意味づけや価値づけを行
い，サブテーマを段階的に捉えていくことにつなげている。この部会での授業研究は部会ごとに違う視点で
授業をみているため，その部会独自の研究会の形態になっていくのも特徴の１つである。そして，その次の
教育実践研究会において，提案部会が主体となって全体授業研究会を行う。各部会から，授業を見取る視点
と協議した内容の報告をして，成果や課題，全体で討議したい話題を提起していく。４部会から出てきた課
題をもとに全体で協議し，これからの方向性を見い出し，一人一人の実践に生かしたり，次の提案授業への
つなぎとしたりしている。
その他，部会では実践レポートを読み合ったり，研究主題やサブテーマについてじっくり話し合ったりす
るなど，メンバーのニーズに合わせて，その部会独自の取り組みを行っている。研究企画において，随時部
会活動の報告を行い，各部会の取り組みを共有するこ
とにより，コーディネーター同士のつながりができ，
お互いに情報交換しながら部会を運営していくことが
できるようになっている。
本校は毎年６月に教育研究集会を開催している。新
しく赴任してきた教師にとっては，子どもを見ない学
年はじめ休業中に具体的な授業構想を考えなければな
らない。それを支えるのも部会である。部会は発足し
てすぐに断続的に部会を開催し，１年目の教師の授業
構想について異なる教科の視点で話し合いながら，具
部会のメンバー 先頭太字コーディネーター
○の中は本校在籍年数 下線部研究企画メンバー
提案授業
授業研究会
Ａ 国語⑦ 体育③ 英語① 家庭② ６月
Ｂ 音楽③ 理科⑤ 体育③ 英語⑥ 国語① 院生M１ １０月～１１月
Ｃ 理科③ 社会④ 保健① 数学⑤ 院生M２ M１ １１月～１２月
Ｄ 技術⑤ 美術⑥ 社会⑥ 数学② 院生M２ １月
表２ 平成24年度 各部会メンバー構成
図７ 研究集会までの協働研究
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体的イメージを膨らませていく。そして，部会のメンバーの授業構想を聞くことで，本校のめざす授業の姿
をつかんでいくことができる。ただし，授業構想について語り合っていくが，具体的に授業を協働で創り上
げていくのではない。授業は授業者が創り上げるというのが原則なので，授業者のやりたいことを最大限尊
重して，その中で探究の学びになっているか，コミュニティは形成されていくかなどをじっくりと話し合っ
ていくのである。授業者がやりたい授業を保障される安心感をもつことも異教科少人数部会の利点でもある。
③教育実践研究会～共有し協働する全体研究会～
管理職を含む全教員と福井大学教職大学院Ｍ１・Ｍ２生で
構成される全体研究会が教育実践研究会である。月に１～２
回，月曜日の放課後に年間２０回程度，１時間半の時間で行っ
ている。研究主題やサブテーマについての討議，決定，教育
研究集会の運営や振り返り，部会提案授業研究会，紀要や論
文の読み合い，他校研究会参加報告など，研究全般について
の共通理解を図っていく最も大事な研究会である。司会は研
究企画が行い，自由に議論ができるように座席は決まってお
らず，議題によって話し合いの形態も変化し，その形態は，
研究企画でグループ編成やメンバーをコーディネートしてい
く。研究会後は研究会の協議内容から学んだことや考えたこ
と，取り組んでいくことなどが一人一人がレポート形式で書き残すようにしている。この記録をもとに教師
自身がメタ認知することで研究への意義づけをする目的や自分の変容を見取り，省察をもとに次の実践に生
かすことにつなげるためだ。研究会では時間的に十分に討議することができない場合もあるため，文言にす
ることで自分の考えを明確にしていくことにも役立っている。また，研究主任は研究会とレポートをもとに，
各教師の思いや課題などを見取ることで，方向性を確認し，次回の内容に反映することができる。このレポ
ートは全員分を配布して，各教師の考えを共有し，部会の話し合いなどに活用している。
この教育実践研究会は，１日かけ
て行う研究会を年間３回行っている。
６月の「教育研究集会」，この研究
集会を省察する７月「夏季教育実践
研究会」，年度の総括を行う３月「春
季教育実践研究会」の３回である。
これらの１年間の節目として設定し，
福井大学の教官が多数協働参画し，
実践をもとに語り合う中から助言をもらっている。
本校の３つの研究組織により進む教師の協働研究。そして，同じ教科による研究も進めている。教科会は
時間割上に設定されておらず，教科ごとに時間を設定して随時話し合うという体制をとっている。教科会に
重点を置かないのも本校の特徴である。教科は福井大学の教科教育の教官と連携しながら，授業実践の研究
を進めている。「教育実践研究会」「研究企画」「部会」による学校全体の協働研究のシステムから，多様な
視点をもらいながら，教科における質の高い探究やコミュニティについて取り組んでいる。教科の本質を追
究していく自主的な教科の協働も，協働する教師集団の大きな要素となっている。
図８ 教育実践研究会 小グループでの話し合いの様子
図９ 教育実践研究会 研究主題討議の記録
－総１３－
１４
Ƀˍාۼ͈ࡄݪ΍ͼ·σɄ
ː࠮ȡ˒࠮ ˒࠮ȡ˔࠮ ˔࠮ȡˍˌ࠮ ˍˌ࠮ȡˏ࠮
ޗ֗ࡄݪਬٛͅ
ȁȁ̫͈࢜̀ࡄݪ
΍ήΞȜζ͈જख़
૧ࡄݪ৽ఴ
࠿൦Ȇࠨ೰
ˍාষ΍ήΞȜζ
ȁġġ࠿൦Ȇࠨ೰
໐ٛාۼĴıٝ
৘கࡄාۼĳıٝ
ࡄݪْܑĴıٝ
৘கࡄݪٛࢃͅڠ̺ͭ
̭͂ۖ͞௢ͬ੥̧ॼ
̱Ȅএࣉ͈ܴ୥ͬॼ̳ȃ
ޗ֗ࡄݪਬٛȪ˒࠮ˍ਩࿒ȫ ذܬޗ֗৘கࡄݪٛȪ˓࠮ئ੐ȫ
ذτε
੉ܬޗ֗৘கࡄݪٛȪˏ࠮ಎ੐ȫ
ࢃܢ࢖ٳ਎ުȪˍˍ࠮ȡˍ࠮ȫ
ł໐ٛ
೹մ਎ު
Ń໐ٛ
೹մ਎ު
ń໐ٛ
೹մ਎ު
Ņ໐ٛ
೹մ਎ު
໐ٛȆ৘கࡄݪ͈ٛ͒࿚ఴ೹ܳȆ೹մ ࡄݪ͈༷࢜଻͈೹াȆજख़ ໐ٛȆ৘கࡄݪ̥͈ٛͣ࿚ఴ೹͈ܳ൦݈
ࡄݪܮါ
 省察から始まる１年間の研究サイクル
本校の１年間の研究サイクルは，８月から始まり，次年度７月までを年間の研究の期間としている。この
１年間の流れは大きく４つの期間に分けることができる。
①新サブテーマ決定期間（８月～１０月）
・前年度サブテーマの省察から見えてきた課題をもとに，８月から約２カ月間かけて新サブテーマを検討
し決定していく。
・Ｂ部会提案授業は10月頃に開催され，新サブテーマに関わる内容を提案していく。
②サブテーマを捉え授業実践する期間（１１月～３月）
・新サブテーマが決まった後，サブテーマをどのように捉え，実践に反映していくのかを各部会，教科で
協議し，実践していくのが１１月～３月である。
・Ｃ部会提案授業，Ｄ部会提案授業において，各部会からサブテーマを捉える視点を提案され，実践をも
とに検討していく。
・全教科において「後期授業公開」を開催する。各教科でサブテーマを捉え提案する授業である。
一般公開しているが，大学の教科教育の先生，公立校の研究協力者を中心に授業研究会において指導助
言をもらい，次の実践につなげていく授業公開。
・「春季教育実践研究会」（３月２０日頃）を１日かけて開催。異なる教科の少人数グループで実践記録を
読み合う。約１人９０分の実践発表の中で，子どもの学びのストーリーから，授業を再構成して，子ども
の学びの繰り上がりや変容を話し合っていく。その中から，教師の指導性や支援の在り方，単元デザイ
ン，研究主題やサブテーマについての省察を行っていく。また，教科の本校研究における教科の理論を
読み合い，協議したり，サブテーマについて全体で話し合ったりする研究会である。
③教育研究集会に向けての研究期間（４月～６月）
・研究主題，サブテーマを新メンバーで捉え直し，６月の「教育研究集会」に向けて学校全体でサブテー
マの具現化に向けて授業づくりを進める。
④サブテーマの省察期間（６月～７月）
・Ａ部会提案授業にてサブテーマの総括を行う。
・「教育研究集会」の実践単元を振り返り実践記録を書き省察する。
・「夏季教育実践研究会」（７月下旬）を１日かけて開催。異なる教科の少人数グループで実践記録（夏
レポート）を読み合い，６月の実践単元を再構成し，省察していく。子どもたちの学びを追いながら，
授業者が何を考え，どのように単元を展開していったかを協議しながら，この実践から見える成果や課
題を明確にしていく。大学の先生も協働参画し，多様な視点や専門的な知見から実践を語り合っていく。
図１０ 平成２４年度 １年間の研究のサイクル
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設定し，年間を通じて実践や研究内容について，サブテーマ
に照らし合わせながら絶えず捉え直し，次の取り組みへの発
意を生み出すデザインになっている。これらの研究会をベー
スに，日々の授業実践を大切にしながら研究が進められてい
ることによって，教師が見通しをもって研究に取り組める探
究サイクルになっている。
２．新研究主題決定までの教師の学びの姿
第Ⅷ期研究主題「学びを拓く《探究するコミュニティ》」の５年間の取り組みが７月で終了し，新研究主
題の検討は夏季休業中から始まった。新研究主題の決定は非常に大きな課題である。今までの研究の流れを
継承しながらも，第Ⅷ期の５年間から見えてきた課題をもとに今後５年間の研究の方向性を決めていかなけ
ればならないからである。１０月月中には研究主題の決定，１１月に１年次サブテーマを決定するというスケジ
ュールを研究主任から提示してスタートすることにした。ここから，新研究主題決定まで４ヶ月，１年次サ
ブテーマ決定まで６ヶ月のロングスパンの協働研究が始まった。
第１段階として第Ⅷ期を終え，第Ⅷ期の成果と課題，これから取り組んでいきたいことを各自レポートで
まとめた。同時並行して，過去の本校研究紀要や中教審答申などを読み合う臨時合同部会を開き，新研究主
題を決める最初の教育実践研究会（以下「実践研」と表記）を迎えた。以下，本校の研究が一人一人の教師
と３つの研究組織が連携しながら，全教員が研究の方向性について共通理解をもつことができるプロセスを，
新研究主題決定までの流れから見てみる。
個人レポート① 第Ⅷ期の成果と課題，新研究主題としてこれから取り組んでいきたいこと
実践研①（８／２０） 部会ごとに，レポートをもとにして今後取り組んでいきたいことの話し合い
２教科ごとに，少人数グループで教科における第Ⅷ期の成果と課題の話し合い
全体で課題とこれからの方向性を協議
個人レポート② 新研究主題についての想い
部会① 個人レポートを読み合い，今後の方向性を探る
実践研②（９／４） 少人数グループでこれからの子ども必要な力，つけていく力，中学生のめざす姿
について話し合い，全体で協議
個人レポート③ 新研究主題について具体的なキーワードを含めて取り組んでいきたいこと
部会② 個人レポート③を読み合い，方向性を協議する
研究企画①（９／６）実践研を受けて現在の課題から中学生につけさせたい力ついて協議
部会③ 具体的な方向性を探る
研究企画②（９／１３）「探究」と「コミュニケーション」についての協議
部会④ 新研究主題についての話し合い
研究企画④（９／２０）探究するコミュニティを残すかどうかの協議
実践研③（９／２４） Ｂ部会提案授業の提案 取り組んでいきたいことを「探究」に絞る
個人レポート④ ①新研究主題の具体的な文言を含みながらの思い ②「探究とは」について
研究企画⑤（９／２７）各部会から出てきたキーワードをもとに具体的なテーマを絞る
部会⑤ Ｂ部会提案授業をどう見るかの話し合い
研究企画⑥（１０／４）Ｂ部会提案授業について 研究主題のテーマを絞る
部会⑥ 部会内でのＢ部会提案授業研究会
実践研④（１０／１０） Ｂ部会提案授業研究会
研究主題に必要な意味「探究」「協働的学び」「主体的」
「コミュニティ」をどうするかの話し合い
個人レポート④ 新研究主題の具体的なテーマを述べる
研究企画⑦（１０／１１）具体的テーマを１０に絞る 「探究するコミュニティ」を残す提案することを決定
部会⑥ 「探究するコミュニティについて話し合う」
企画⑧（１０／１８） 新研究主題について「学びをつなぐ」に絞っていくことを協議
部会⑦ 「学びをつなぐ」「学びが連鎖する」について
企画⑨（１１／０１） 新研究主題について「学びをつなぐ」に絞っていくことを協議
部会⑧ 「学びをつなぐ」についての話し合い
図１１ 実践と省察の研究サイクル
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実践研⑤（１１／０５） Ｃ部会提案授業研究会の提案
「探究するコミュニティ」を研究主題に入れる協議
「学びをつなぐ」か「学びがつながる」かの協議
個人レポート⑤ 新研究主題「学びをつなぐ」に対する思い １年次に取り組んでいきたいこと
部会⑧ 「学びをつなぐ」についての話し合い そこから見える取り組みを話し合う
企画⑩（１１／０８） 新研究主題を「学びをつなぐ」にする提案を協議
部会⑨ 「学びをつなぐ」についての話し合い サブテーマの検討
実践研⑥（１１／２６） 新研究主題「学びをつなぐ《探究するコミュニティ》」
サブテーマの検討開始
このように新研究主題を決めるにあたり，約４ヶ月の時間
をかけ，その間６回の教育実践研究会，９回の部会，１０回の
研究企画が開催され，協議してきた。個人の考えを大切にし
ながら，部会，研究企画で話し合い，全体の場で練り上げて
いく。そのスパイラルな過程を経て，研究主題が決まってい
った。自分たちの研究の方向性をじっくりと時間をかけ，話
し合うことで単なるお題目ではない，自分たちの主題になっ
ていくのだ。自分たちの実践が研究となり，大事にするから
こそ主題の文言にもとことんこだわるのである。時間をかけ
て練り上げた研究主題は全員の共通理解を得て，それぞれの
実践に生きてくることになる。そして，１年次サブテーマが
決まるのは，ここから２ヶ月後の１月下旬となる。今後数年間の取り組みになる研究主題を決めていくのは
大変な重責であったが，今までの研究の問い直しができたことで，「省察」をもとに新たな研究を進める決
意ができたと感じる。
３．子どもの学びの姿からナラティブに描き省察する実践記録
本校は省察的実践をもとに研究を進めている。自分の実践を記録にまとめ，省察をかけ，新たな実践につ
なげるサイクルである。実践記録は書き上げて終わりではなく，互いに読み合う場を設け，記録をもとに実
践を語り，読み込んで実践を編み直すことで，自分の実践の価値を読み解いていくのである。
本校の研究紀要の書きぶりには大きな特徴がある。「ナラティブ」（物語風）に単元実践を再構成していく
書き方である。これは本校の研究が，学習者である子どもの学びの筋で授業をデザインすることから，実践
記録も子どもの学び実態を追いながら「ナラティブ」に書いていくことが必然になるのだ。実践記録として
多い「仮説検証型」の論文形式では，本校のめざす子どもの学びをストーリーで描くことは難しい。理論を
展開し，その検証のための実践ではないからだ。子どものたちの探究の学びに寄り添いながら，その展開を
絶えず省察し，それを実践記録という形でまとめていくことで，本校の授業づくりから一貫している子ども
の学びを見取ることにつながっていくのである。
我々教師は毎日授業実践を行っているが，年間多くの実践の中で単元レベルで省察することは何回あるだ
ろうか。毎時間のうまくいった，いかなかったの反省はするが，なぜうまくいかなかったかは教師自身の満
足度の反省に留まっていることが多い。学習者の視点で授業を振り返ることは，教師の思いと子どもの学び
の実態のズレを発見し，そこから学習課題の質や展開，手立てや支援，そして子どもがその単元で学んだこ
とを明確にすることになる。そのため，実践記録では，子どもたちの学んでいる姿が見えるように，子ども
の学びの展開を追いかける部分と，教師自身が自分の実践に対してその意義を読み解く部分で構成されてい
る。本研究紀要の教科実践編においても，前者を「学びのストーリー」，後者を「省察」という章立てにな
っている。
「学びのストーリー」においては，学級内の特定の子どもやグループをモニタリングしながら，子どもた
ちの学びを追っていく。１クラス４０人の子どもたちが探究をしていると，そこには４０人の学びのストーリー
がある。しかし，その全てを書き上げていくのは不可能である。そのため，個人やグループがその探究で何
図１２ 研究主題決定のスパイラルな繰り上がり
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を学んでいったか，探究するプロセスを丹念に見取っていくのである。決して教師の都合のいい個人やグル
ープを追っていくのではなく，選択するのも意味があり，そこが教師の力量になってくるのである。探究活
動は，右肩上がりに目に見える成果を挙げていくものではない。時には停滞し，迷い，戻ることもあり，時
に飛躍的に進展する場合もある。どのような学びの過程においても，子どもたちの中で思考はつながってい
る。それぞれの局面で学びの実態をつかみ，どのように変化していったのかを，表現する手段として，本校
では子どもたちの姿，思考のつながりの探究のプロセスをナラティブに描いていくことを大切にしている。
「省察」を大事にする学びへ
新研究主題がスタートして半年が経過した。今までの取り組みでも単元の繰り上がりの場面や最終過程で
「省察」をおこなってきて，「省察」をもとに次の発意を生ませてきた。しかし，１年次のサブテーマによ
ってさらに「省察」に焦点を当てて捉え直してみると，単元をデザインするときもそうだが，単元の最終段
階でもそこまで重点を置いていないことを認識することになった。探究学習の最終段階で子どもたちは何を
考え，何を欲しているのか。子どもの学びを見取りながら単元を弾力的に変更しながら探究学習を進めてき
ているが，最終段階では教師のねらいを前面に押し出してしまうことになりがちだったと感じている。単元
の最終段階で子どもたちに学びを振り返らすことを，子ども自身が価値を見いだしていかなければ，「省察」
は単なる教師の単元を収束させていく手立てでしかなくなる。子どもたちにとって「省察」が価値あるもの
にするためにも，単元を通して解明していきたくなるような題材，主題そしてコミュニティでの学びが必要
になってくる。
我々は日常の生活の中でも，ある行為をするたびに振り返り，次はどうするか考えながら生活している。
これは意識的に「省察」しているわけではないが，自然に「省察」をかけながら生活している。本校の学び
ではこの自然におこなっている「省察」を意図的にしかけ，自分の学びを振り返り，次のステップにつなげ
ていく力をつけていくことが探究の学びでは重要であることを認識することとなった。「省察」に重点を置
くことは，単元のスタートからの学びを問い直していくことにつながっていく。子どもの学びに主体をおき
ながら，実践を通してさらに追究していきたい。
《探究するコミュニティ》のさらなる深化へ
第Ⅸ期も「探究するコミュニティ」に取り組んでいる。この学びは，継続する子どもたちの課題意識とそ
れに対する挑戦によって成り立っている。「探究するコミュニティ」の取り組みによって，学校文化も根づ
いてきている。このコミュニティでの学びのよさを子どもたち自身が認識し，協働で創造したり，よりよい
解決方法を探っていったりすることに価値を見いだせるように，コミュニティの学びを深化させていきたい
と考えている。新学習指導要領が完全実施され，「習得－活用－探究」として，習得したことを，活用して
いく学習過程が提唱されているが，生活の中では習得と活用は区別されるわけではない。本校の求める学び
は，課題を発見し，それを協働で解決に導いていけるコミュニケーション力と主体的な学びである。今後も
子ども自身が自分たちで学びを認め合い，違いを認識し，コミュニティを成長させる力とはどのようなもの
かを研究していきたい。
当たり前であるが，子どもは興味・関心のあることへの意欲は高い。我々教師は，単に興味・関心がある
ことを追究させるだけでなく，知的好奇心をくすぐりながら，その中から「わくわく」感を子どもたちがも
てるような，主題であり，題材を教師がデザインできることが根本である。授業をするのは教師である。子
どもたちに力をつけさせていかなければならないのも教師である。だからこそ，教材開発力を協働研究の中
で見いだしていくことが必要になる。子どもたちに「わくわく」感をもたせ，教科の求めるものも目指す学
びをこれからも創造していきたいと考えている。 （森田 史生）
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